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　はしがき

　泌尿器科領域の悪性腫瘍、とくに膀胱腫瘍などにk・

ける血清CEAについては、すでに進行度・治療効果k・

よび予後の判定に有効であることが報告されている。

更にまた、膀胱腫瘍は大腸と同じ内胚葉性の臓器から

発生した癌であることから、尿中CEA様物質の測定は、

膀胱癌患者の原発および再発の診断に有効であると報

告されている。

　今回は、主として代用膀胱および代用尿管つまり腸

管利用の手術をうけた症例の尿中CEA様物質の測定を

行ない、その臨床的意義を検討したので報告する。

　対象と方法

　1977年4．月以降、九州大学泌尿器科外来および入

院患者を対象とした。年令は4～74才で、男性46例、

女性13例の計59例である。このうち腸管利用症例は

15例で、膀胱腫瘍に起因するものは7例であった。

比較の意味で正常例についても検討したが、検体尿は

原則として中間尿にて採尿した。尿は沈渣検鏡し、そ

の上清を凍結保存した。CEA様物質の測定は、ダイナ

ボ。ト研究所によるCEAキットを用いた。

結　果

1）　尿感染例においては、非感染症例よりも高値

　　　を示した。

1）尿路腫瘍患者では・約60％（7／11）にCEA

　　　レペルの上昇が認められた。

m）　腸管利用症例は、いずれとも高い値を示した。

尿路腫瘍における、腸管利用患者の腫瘍再発に対し

尿中CEA様物質測定の面から、今後追求していく方
針である。
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　緒言：われわれはすでに、各種泌尿器科疾患および

消化器系悪性腫瘍の血清CEAに関し報告して来たo

今回は各種泌尿器科疾患の尿中CEAをonθ8tep　su－

ndwich法で測定し、その臨床的意義を検討すると同

時に、同時期に採取した血清CEAとも比較検討した。

　対象：正常者20例を含む泌尿器科疾患の63例で、

疾患の内訳は膀胱腫瘍19例、前立腺癌4例、腎細胞癌

4例・腎孟尿管腫瘍3例、睾丸腫瘍3例、尿路感染症
1《）例であるo

　検討方法：まず尿中CEAについて特定の泌尿器科

疾専との関連を検討したoついで尿路感染の有無にょ

る尿中及び血清CEA値の変動を検討したo

　結果：1．正常者の尿中および血清CEAのY±SD
値はそれぞれL50土O．90ne／nt，1．58士O．6　9　n9／ntで

あった。疾患別尿中CEAのマ士SD値は膀胱腫瘍5．77
士4．3　5　n9／nt、前立腺癌3．9・6・t　4・9・7・n9／’nt・腎細胞癌

2．64士1．83n9／’nt、腎孟尿管腫瘍3、62t・O．92・n9／he、睾丸腫瘍

1・40士O・・22・n9／㎡、尿路感染症7．10土5．19n9／泌であり、

正常域を2．40・n9．偏以下とすると、膀胱腫瘍では高値

を示す症例が多かった。また正常者の尿中CEAの平均

値感染症の尿中CEAの平均値の間には0，1％以下の危

険率で有意の差を認めた0

　　2・尿中CEA値が高値を示した膀胱腫瘍例中、尿

路感染のある例を除外した非感染群の膀胱肺瘍の尿中

CEAの㌃±SD値は3．25土3．20n9／㎡であり正常尿と

の間には2％以下の危険率で有意の差を認めた。

　3．血清CEAについても、尿と同様に正常者と尿路

感染症の血清CEAの平均値との間に2％以下の危険

率で有意の差を認め、血清CEA値と同様に尿路感染

に影響を受ける事が示唆された。

　結語：L　尿中CEAは膀胱腫瘍で高値を示す傾向

にある0

　2．血清CEA値も尿中CEA値と同様に感染による
影響を受けやすい0

　3．尿中CEA値を論ずる場合には常に感染の有無
を考慮しなければならない。
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